
地
本
大
沼
委
員
長
は
、
「
①

14
年
春
闘
の
課
題
。
ア
ベ
ノ
ミ

ク
ス
→
円
安
・
株
高
→
輸
出
企

業
の
業
績
回
復
→
政
労
使
会
議

で
賃
上
げ
を
確
認
し
て
い
る
が
、

こ
の
ま
ま
で
は
労
働
組
合
の
存

在
価
値
が
問
わ
れ
る
。

②
人
権
と
団
結
権
の
危
機
。
自

民
の
憲
法
改
正
草
案
で
は
、
国

家
安
全
保
障
基
本
法
・
特
定
秘

密
保
護
法
・
武
器
輸
出
三
原
則

見
直
し
・
集
団
的
自
衛
権
行
使

容
認
・
天
皇
を
元
首
と
し
自
衛

隊
を
国
防
軍
に
す
る
と
い
う
内

容
。
千
兆
を
超
え
る
財
政
赤
字

～
人
権
・
団
結
権
を
制
約
し
国

民
を
黙
ら
せ
る
狙
い
が
。
原
発

も
然
り
。
こ
う
し
た
動
き
に
し
っ

か
り
と
反
応
し
政
府
と
対
峙
す

る
大
衆
行
動
を
強
化
す
る
方
針

が
必
要
。
困
難
だ
が
、
将
来
に

向
け
課
題
で
全
労
働
者
が
共
闘

で
き
る
環
境
を
作
ら
な
け
れ
ば
。

③
労
働
条
件
改
善
・
安
全
安
定

輸
送
確
立
等
の
運
動
課
題
の
改

善
に
向
け
一
歩
ず
つ
前
進
が
図

ら
れ
る
よ
う
共
に
頑
張
ろ
う
。
」

と
あ
い
さ
つ
。

続
い
て
東
日
本
本
部
武
笠
執

行
委
員
が
「
14
年
春
闘
情
勢
と

私
た
ち
の
課
題
」
と
題
し
た
講

演
を
行
な
っ
た
。
要
旨
別
掲
。

●
山
形
県
支
部

山
形
連
合
長
谷
川
分
会
長

▼
組
織
状
況
。
年
末
に
か
け
異

動
あ
り
。
愛
子
駅
→
さ
く
ら
ん

ぼ
東
根
、
さ
く
ら
ん
ぼ
東
根
→

新
庄
駅
、
仙
台
信
通
技
セ
→
山

形
信
号
メ
セ
（
土
技
セ
山
形
派

出
→
仙
台
土
技
セ
）
。

▼
12
月
29
日
つ
ば
さ
踏
切
人
身

事
故
を
受
け
、
12
月
31
日
21
時

30
分
か
ら
翌
1
日
5
時
30
分
ま

で
の
臨
時
交
番
検
査
の
命
令
。

人
使
い
が
荒
い
。

▼
新
庄
で
組
織
拡
大
。
岸
氏
が

昨
年
10
月
17
日
に
加
入
。
現
在

新
庄
運
転
区
の
事
務
職
。
55
歳

で
退
職
を
考
え
、
最
後
は
国
労

へ
と
加
入
を
決
意
し
た
。
話
し

合
う
中
で
、
退
職
せ
ず
に
定
年

ま
で
頑
張
る
こ
と
に
。
職
場
に

は
岸
氏
の
よ
う
に
「
最
後
は
国

労
」
と
い
う
方
も
お
り
、
掘
り

起
こ
し
を
。
山
形
地
区
は
冬
期

間
雪
で
大
変
だ
が
、
春
闘
・
組

織
拡
大
に
頑
張
る
。

●
仙
総
支
部
高
橋
書
記
長

▼
検
修
合
理
化
。
会
社
は
準
備

不
足
の
ま
ま
実
施
強
行
。
結
果

3
年
の
出
向
が
6
ヶ
月
で
終
了

す
る
等
組
合
問
わ
ず
怒
り
と
疑

問
が
。
た
だ
残
留
希
望
の
組
合

員
が
残
れ
た
の
は
会
社
の
変
化

か
。

▼
14
春
闘
。
支
部
業
務
部
長
会

議
で
一
人
一
要
求
と
若
手
の
意

見
も
聞
取
り
現
場
長
交
渉
と
団

交
に
反
映
し
よ
う
と
提
起
。
具

体
的
な
行
動
提
起
は
支
部
闘
争

委
員
会
で
。
エ
ル
ダ
ー
職
場
の

労
働
条
件
向
上
に
向
け
要
求
集

約
。
本
体
要
求
と
併
せ
交
渉
テ
ー

ブ
ル
に
上
げ
た
い
。

▼
組
織
強
化
・
拡
大
。
日
々
の

繋
が
り
か
ら
小
池
氏
の
決
断
を

得
た
。
こ
の
流
れ
を
支
部
全
体

に
。
2
ヶ
月
に
１
回
の
組
対
会

議
を
開
催
。
率
直
な
意
見
を
出

し
合
い
議
論
し
て
き
た
。
ま
た

具
体
的
な
行
動
で
若
手
社
員
と

関
わ
る
中
で
、
得
ら
れ
た
も
の

も
多
い
。
「
一
歩
」
踏
み
出
せ

た
と
感
じ
る
。

●
郡
工
支
部
橋
本
書
記
長

▼
外
注
化
反
対
。
05
年
か
ら
様
々

な
外
注
化
が
さ
れ
て
き
た
。
結

果
車
両
品
質
と
労
働
条
件
の
低

下
が
進
む
。
た
だ
外
注
化
反
対

の
運
動
で
提
案
・
実
施
ま
で
多

く
の
時
間
を
要
し
、
ま
た
他
労

組
と
会
社
の
対
応
の
変
化
を
生

み
出
し
た
。
偽
装
請
負
・
強
制

出
向
・
安
全
を
盾
に
諦
め
ず
運

動
を
継
続
し
て
き
た
結
果
。

▼
被
曝
労
働
反
対
。
会
社
は
被

曝
車
両
の
検
査
修
繕
を
強
要
。

説
明
と
対
策
を
示
さ
な
い
た

め
各
現
場
で
求
め
て
き
た
。
結

果
防
護
服
を
認
め
さ
せ
、
ま
た

放
射
線
の
影
響
が
大
き
い
若
手

社
員
を
作
業
か
ら
外
さ
せ
た
。

真
夏
の
盛
り
防
護
服
と
防
毒
マ

ス
ク
で
の
作
業
は
暑
く
て
大
変

だ
っ
た
が
意
地
を
張
り
通
し
た
。

▼
内
部
被
曝
問
題
学
習
会
。
若

手
に
呼
び
か
け
5
人
が
参
加
。

熱
心
に
メ
モ
を
取
り
講
師
に

質
問
を
す
る
若
手
。

▼
東
北
交
通
機
械
へ
作
業
環
境
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1
・
5

春
闘
勝
利
活
動
家
交
流
集
会

1
・
14

第
4
回
地
方
執
行
委
員
会

1
・
18-

19

地
本
組
織
対
策
会
議

1
・
23

第
2
回
春
闘
事
務
局
会
議

1
・
24

地
方
代
表
者
会
議

1
・
25

国
労
本
部
第
１
８
４
回
中
央
委
員
会

地
方
本
部
は
1
月
5
日
、
仙
台
市
内
ア
エ
ル
に
お
い
て
「
２

０
１
４
年
春
闘
勝
利
活
動
家
交
流
集
会
」
を
開
催
し
た
。

 
会
議
に
は
各
支
部
と
分
会
代
表
が
参
加
し
、
賃
金
闘
争
を
は

じ
め
労
働
条
件
改
善
や
組
織
問
題
な
ど
様
々
な
角
度
か
ら
活
発

な
意
見
交
換
を
行
い
、
今
年
1
年
の
闘
い
を
全
体
で
確
認
し
た
。

●
安
倍
自
民
党
政
権
の
危
険
な

暴
走
～
脆
さ
と
矛
盾
。

①
自
公
政
権
は
衆
参
両
院
で
多

数
を
握
り
、
内
閣
支
持
率
も
比

較
的
高
い
が
地
方
（
北
海
道
、

福
島
、
沖
縄
）
で
は
不
支
持
が

勝
る
～
国
会
と
国
民
の
力
関
係

は
違
っ
て
い
る
。

②
政
治
的
な
基
盤
は
極
め
て
脆

く
、
深
刻
な
矛
盾
を
孕
む
。

●
JR
内
の
情
勢
。

①
JR
北
海
道
で
は
一
連
の
事
故

後
、
会
社
と
4
労
組
の
合
同
会

議
（
非
公
開
）
で
意
見
交
換
。

国
労
は
定
期
的
に
、
か
つ
職
能

別
会
議
を
持
て
と
主
張
す
る
も

回
答
な
し
。

②
東
日
本
で
も
昨
年
脱
線
事
故

4
件
、
踏
切
事
故
8
件
発
生
し

一
歩
間
違
え
ば
大
事
故
。
会
社

対
策
だ
け
で
は
不
十
分
。
北
海

道
の
仲
間
と
共
に
運
動
を
進
め

る
必
要
が
あ
る
。

③
JR
東
日
本
内
の
労
組
の
動
き
。

 
昨
年
末
に
JR
ユ
ニ
オ
ン
と
JR

労
組
の
組
織
統
合
。
し
か
し
グ

リ
ー
ン
ユ
ニ
オ
ン
が
活
発
な
地

域
で
は
話
し
合
い
が
進
ん
で
い

な
い
。
我
々
の
組
織
固
め
と
同

時
に
国
労
加
入
の
呼
び
か
け
を
。

③
業
務
委
託
先
会
社
と
の
労
働

条
件
締
結
を
目
指
す
～
職
場
を

交
渉
単
位
と
し
て
い
く
。

④
懸
案
事
項
解
消
の
取
組
み
。

和
解
の
趣
旨
が
浸
透
し
て
い
な

い
部
分
も
あ
り
、
早
期
解
消
を

求
め
て
行
く
。

⑤
組
織
強
化
・
拡
大
。
闘
争
指

令
１
号
の
拡
大
目
標
の
達
成
。

⑥
政
治
課
題
（
原
発
・
Ｔ
Ｐ
Ｐ
・

平
和
と
民
主
主
義
他
）
で
も
積

極
的
に
地
域
に
関
わ
り
国
労
の

旗
を
高
く
掲
げ
よ
う
。

●
自
ら
の
労
働
条
件
は
自
ら
の

努
力
と
闘
い
で
切
り
開
く
。

①
年
末
手
当
、
東
の
3
・
11
と

貨
物
の
1
・
3
を
ど
う
見
る
か
。

国
労
要
求
は
3
・
5
。
要
求
に

執
念
を
。

②
労
働
条
件
に
関
す
る
協
約
改

訂
交
渉
は
2
回
実
施
。
次
回
は

手
当
制
度
関
係
。

③
大
幅
賃
上
げ
を
勝
ち
取
る
た

め
に
は
政
労
使
会
議
に
任
せ
ず

大
衆
闘
争
の
強
化
を
図
り
、
執

念
を
持
っ
た
闘
い
を
。

●
14
年
春
闘
の
課
題
。

①
中
央
委
員
会
の
議
論
を
経
て

賃
上
げ
要
求
額
が
決
定
。
生
要

求
は
5
万
8
千
15
円
。
職
場
で

何
が
出
来
る
の
か
～
一
人
一
要

求
、
職
場
要
求
を
。
ま
た
現
場

管
理
者
に
要
求
の
理
解
を
得
る
。

声
な
き
声
～
パ
ー
ト
ナ
ー
会
社

の
プ
ロ
パ
ー
社
員
の
意
見
を
要

求
化
し
て
い
く
。

②
本
社
か
ら
月
一
度
、
意
見
交

換
に
訪
れ
る
が
、
掲
示
物
を
見

て
い
る
。
会
社
、
現
場
長
と
向

き
合
う
こ
と
が
大
事
。

③
地
域
で
の
共
闘
の
先
頭
に
。

④
組
織
拡
大
の
取
組
み
。

⑤
権
利
闘
争
の
強
化

要
員
不

足
に
よ
る
労
働
強
化
、
労
使
間

協
定
を
守
ら
せ
る
取
組
み
強
化
。

⑥
点
検
・
摘
発
闘
争
の
強
化
と

「
合
理
化
」
反
対
運
動
の
強
化
。

法
律
を
活
用
し
改
善
に
繋
げ
る
。

82
年
に
本
部
が
作
成
し
た
労
働

安
全
の
手
引
き
の
活
用
を
。
職

場
に
自
由
と
民
主
主
義
を
確
立

す
る
た
め
に
も
弁
護
士
・
学
者

の
意
見
、
第
三
者
機
関
を
活
用

し
働
き
や
す
い
職
場
を
目
指
す

こ
と
が
重
要
。

●
ま
と
め

①
楽
天
フ
ァ
ン
。
か
つ
て
近
鉄

と
阪
急
を
統
一
し
、
一
球
団
を

減
ら
す
動
き
が
あ
り
楽
天
は
プ

ロ
野
球
労
組
が
ス
ト
を
し
て
出

来
た
球
団
。
闘
っ
て
球
団
が
残

せ
た
し
今
の
楽
天
が
あ
る
。

闘
っ
て
こ
そ
国
労
の
要
求
が
勝

ち
取
ら
れ
る
と
思
う
。

東日本武笠調査部長



改
善
の
要
請
行
動
。
断
ら
れ
た

が
今
後
も
粘
り
強
く
取
組
む
。

●
福
島
県
支
部
佐
藤
書
記
長

▼
貨
物
を
始
め
と
す
る
会
社
間

格
差
是
正
の
闘
い
。
年
末
手
当

の
2
ヶ
月
近
い
格
差
。
発
端
は

分
割
民
営
化
に
あ
る
。
本
気
で

考
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
大

会
で
意
思
統
一
。

福
島
県
交
運
労
協
加
盟
組
合
の

妥
結
状
況
。
私
鉄
総
連
阿
武
隈

急
行
0
・
9
ヶ
月
、
福
島
交
通
、

常
盤
交
通
、
会
津
乗
合
バ
ス
は

民
事
再
生
手
続
き
で
手
当
ど
こ

ろ
で
な
い
。
全
自
交
労
連
年
収

二
百
数
十
万
と
劣
悪
。
こ
の
実

態
を
考
え
な
く
て
は
。

交
運
労
協
幹
事
会
で
貨
物
問
題

も
報
告
し
た
が
、
数
字
だ
け
で

な
く
、
背
景
も
し
っ
か
り
考
え

て
い
か
な
け
れ
ば
。
私
鉄
、
全

自
交
の
仲
間
た
ち
と
一
緒
に
や
っ

て
い
く
土
台
を
ど
う
作
る
か
が

課
題
。

▼
放
射
能
問
題
。
支
部
は
放
射

線
対
策
委
員
会
を
立
上
げ
、
団

交
、
水
戸
と
の
交
流
を
積
み
上

げ
て
き
た
。
支
部
と
郡
工
支
部

で
県
協
議
会
と
し
て
取
組
む
。

▼
組
織
拡
大
。
全
て
の
闘
い
を

組
織
拡
大
に
集
約
し
て
取
組
む
。

2
月
8
日
に
春
闘
討
論
集
会
。

●
宮
城
県
支
部
山
田
書
記
長

▼
11
月
2
日
支
部
大
会
開
催
。

春
闘
等
。
2
月
14
日
、
支
部
総

決
起
集
会
、
3
月
1
日
、
拡
大

支
部
委
員
会
。
支
社
前
チ
ラ
シ

配
布
行
動
を
進
め
て
い
る
。
各

分
会
、
と
り
わ
け
貨
物
の
闘
い

に
集
中
し
て
い
く
。

ジ
ャ
ン
ボ
ハ
ガ
キ
、
抗
議
の
フ
ァ
ッ

ク
ス
な
ど
直
接
本
社
に
送
付
す

る
取
り
組
み
を
考
慮
中
。
各
分

会
も
議
論
を
。
貨
物
、
24
控
除

で
き
な
い
方
も
。
夏
は
本
部
で

貸
付
、
し
か
し
冬
は
な
い
が
ど

う
な
の
か
。
ス
ト
で
闘
う
し
か

な
い
の
で
は
。
支
部
も
体
制
を

整
え
る
。

1
月
31
日
に
支
部
組
織
対
策
会

議
を
予
定
。
3
月
8
日
の
福
島

集
会
も
積
極
的
に
取
組
む
。

●
宮
城
県
支
部
秋
山
委
員
長

▼
分
会
活
動
。
春
闘
時
期
の
現

場
長
と
の
話
し
合
い
を
正
月
休

み
明
け
に
予
定
。
米
沢
の
上
屋

塗
装
の
勤
務
。
支
社
と
も
や
っ

て
も
ら
っ
た
が
、
現
場
で
も
し
っ

か
り
や
っ
て
い
く
。

▼
出
向
先
労
働
条
件
。
一
建
で

は
連
夜
一
週
間
、
翌
週
5
日
間
、

翌
々
週
5
連
夜
で
線
閉
責
任
者

従
事
。
年
休
申
請
す
る
が
、
時

期
変
更
を
さ
れ
た
。
現
場
で
話

し
合
い
を
し
、
出
向
先
の
状
況

を
把
握
し
て
い
る
の
か
確
認
し

て
い
く
。
ら
ち
が
あ
か
な
い
場

合
は
労
働
基
準
監
督
署
へ
相
談

も
考
え
て
い
る
。
BT
。
昨
年
度

末
、
超
勤
一
ヶ
月
90
時
間
超
過

が
明
ら
か
に
。
そ
う
し
た
状
況

を
作
ら
な
い
よ
う
に
現
場
長
に

話
し
て
い
く
。

職
場
で
も
一
つ
の
設
計
テ
ー
ブ

ル
で
年
間
１
８
０
０
時
間
を
超

え
る
実
態
。
調
査
し
要
員
増
を

求
め
た
が
、
会
社
は
建
築
職
場

全
体
を
平
準
化
し
て
い
く
と
し

て
お
り
、
そ
こ
を
ど
う
作
っ
て

い
く
の
か
推
移
を
見
た
い
。

▼
春
闘
精
一
杯
取
組
む
。
ベ
ア

勝
ち
取
る
の
は
我
々
の
本
気
度
。

ど
れ
だ
け
会
社
と
ぶ
つ
か
り
、

行
動
す
る
か
。
本
気
で
取
り
に

行
く
の
か
流
す
の
か
、
そ
れ
が

結
果
に
現
れ
る
。
福
島
原
発
と

併
せ
、
宮
城
で
も
女
川
原
発
再

稼
働
の
申
請
も
上
が
っ
て
い
る
。

共
闘
し
闘
う
。

●
仙
総
組
立
桜
井
分
会
長

▼
来
年
度
の
エ
ル
ダ
ー
就
職
先

が
未
決
定
。
11
月
と
12
月
に
会

社
に
問
合
せ
し
、
12
月
の
時
点

で
仙
総
で
2
人
未
決
と
科
長
に

言
わ
れ
た
。
決
ま
ら
な
い
の
で

あ
れ
ば
本
人
希
望
が
あ
れ
ば
そ

の
ま
ま
本
体
に
残
し
て
も
良
い

の
で
は
。
エ
ル
ダ
ー
は
会
社
が

作
っ
た
制
度
。
決
ま
っ
た
ル
ー

ル
を
守
る
の
が
会
社
の
方
針
。

地
本
も
頑
張
れ
。

●
仙
石
線
駅
連
千
葉
分
会
長

▼
業
務
委
託
問
題
。
榴
ヶ
岡
か

ら
高
城
町
ま
で
直
轄
の
駅
は
4

駅
、
残
り
十
数
駅
は
委
託
。
要

員
に
余
裕
が
な
く
様
々
な
問
題

が
発
生
。
Ｔ
Ｓ
Ｓ
は
話
を
し
て

も
な
か
な
か
納
得
す
る
内
容
を

提
示
し
な
い
。
地
本
も
努
力
し

て
い
る
が
、
分
会
で
も
直
接
交

渉
を
模
索
中
で
あ
る
。

●
仙
台
電
力
区
立
山
分
会
長

▼
感
電
労
災
事
故
。
昨
年
10
月

15
日
塩
釜
Ｓ
Ｐ
で
経
験
5
年
、

23
歳
の
若
者
が
感
電
受
傷
。
検

修
責
任
者
は
24
歳
。
作
業
員
は

67
歳
。
い
ず
れ
も
テ
ム
ズ
仙
台

SC
。
火
傷
3
度
、
感
覚
が
戻
ら

な
い
と
聞
い
て
い
る
。

JR
と
し
て
CS
会
議
～
会
社
の
話

の
持
っ
て
行
き
方
・
・
・
「
本

人
が
ル
ー
ル
を
守
ら
な
い
か
ら

事
故
に
な
っ
た
。
守
れ
ば
こ
の

よ
う
な
事
故
は
発
生
し
な
か
っ

た
」
と
本
人
の
責
任
に
持
っ
て

行
く
。

加
圧
中
は
扉
を
開
け
て
は
い
け

な
い
、
と
い
う
警
告
の
シ
ー
ル

が
張
っ
て
あ
っ
た
。
し
か
し
、

そ
う
し
た
と
こ
ろ
に
目
が
行
か

な
く
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
ほ
ど

そ
の
よ
う
な
作
業
・
検
査
実
態

が
常
態
化
し
て
い
る
と
い
う
こ

と
。
分
割
民
営
化
以
降
、
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
合
理
化
で
変
電
技
術

は
特
化
さ
れ
、
仙
台
技
セ
管
内

で
は
変
電
所
だ
け
で
も
16
カ
所
、

SP
等
ポ
ス
ト
は
そ
の
3
倍
は
あ

る
が
、
た
っ
た
9
人
で
保
守
。

感
電
し
た
当
人
と
責
任
者
の
状

況
、
教
育
問
題
も
含
め
て
不
十

分
で
あ
る
。

▼
教
育
問
題
、
運
転
関
係
は
10

条
教
育
を
し
て
い
る
が
、
労
働

安
全
衛
生
法
で
定
め
ら
れ
て
い

る
教
育
状
況
が
わ
か
れ
ば
教
え

て
も
ら
い
た
い
。

●
貨
物
宮
城
内
田
分
会
長

▼
賃
金
抑
制
・
格
差
。
要
求
額

以
前
に
国
労
は
客
貨
一
体
の
方

針
で
労
働
条
件
の
改
善
を
は
じ

め
組
合
員
の
利
益
と
暮
ら
し
を

守
り
こ
れ
ま
で
闘
っ
て
き
た
。

春
闘
、
期
末
手
当
、
組
織
拡
大

の
取
り
組
み
に
対
し
全
力
で
闘

う
こ
と
を
決
意
す
る
。

●
仙
石
線
駅
連

曽
我
副
分
会
長

▼
駅
の
委
託
で
労
働
条
件
の
低

下
。
ス
ト
ラ
イ
キ
の
条
件
は
整
っ

て
い
る
。
準
備
せ
よ
の
指
令
は

可
能
で
な
い
か
。
ス
ト
基
金
の

決
定
を
ふ
ま
え
、
組
織
対
策
費

は
徴
収
し
な
い
と
な
っ
て
い
る
。

真
子
書
記
長
は
時
期
に
つ
い
て

は
中
央
委
員
会
で
議
論
に
よ
る

と
し
て
い
る
が
、
エ
リ
ア
本
部

の
考
え
は
ど
う
か
。

●
地
本
歌
川
業
務
部
長

▼
米
沢
ホ
ー
ム
上
屋
塗
装
の
勤

務
指
定
問
題
。
勤
務
指
定
と
休

養
室
の
問
題
で
折
衝
し
、
休
養

時
間
が
取
れ
な
い
22
時
か
ら
の

勤
務
は
問
題
と
い
う
認
識
に
。

磐
越
東
線
で
も
郡
山
信
通
技
セ

で
同
様
の
状
況
が
あ
っ
た
。
17

時
勤
務
終
了
、
現
場
に
置
き
去

り
で
22
時
か
ら
勤
務
と
い
う
問

題
。
折
衝
で
旅
館
を
取
っ
た
と

い
う
こ
と
も
あ
っ
た
。
発
生
す

る
前
に
連
絡
を
。

▼
感
電
事
故
、
3
日
後
に
土
木

で
死
亡
事
故
。
感
電
事
故
の
対

策
で
「
開
け
た
ら
死
ぬ
ぞ
」
の

標
語
は
ひ
ど
い
。
1
月
14
日
に

申
し
入
れ
。
労
働
環
境
の
問
題

で
あ
り
追
及
し
て
い
く
。

▼
汚
水
垂
れ
流
し
問
題
で
BT
調

査
が
直
轄
に
波
及
し
た
問
題
も

同
様
。
ダ
イ
ヤ
改
正
、
駅
業
務

委
託
対
応
し
て
い
く
。
業
務
改

善
14
年
度
出
さ
れ
る
が
、
13
年

度
の
問
題
を
叩
く
の
が
先
決
。

●
武
笠
執
行
委
員

▼
ス
ト
基
金
の
扱
い
。
機
関

（
本
部
）
で
決
め
た
こ
と
は
エ

リ
ア
で
も
守
る
。

●
地
本
原
子
書
記
長

▼
エ
ル
ダ
ー
。
勤
労
に
は
丁
寧

に
説
明
す
る
よ
う
現
場
に
指
導

を
要
請
し
て
い
る
。
た
だ
4
割

が
確
定
で
残
り
は
ま
だ
。
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
の
遅
れ
は
別
問
題
。

し
っ
か
り
や
れ
と
言
っ
て
い
る
。

▼
労
働
条
件
改
善
。
G
会
社
訪

問
と
今
後
の
進
め
方
、
分
会
立

上
げ
の
議
論
等
安
心
し
て
働
け

る
環
境
作
り
に
頑
張
る
。

▼
貨
物
貸
付
金
の
関
係
は
冬
に

つ
い
て
は
考
え
て
い
な
い
と
い

う
本
部
の
回
答
。

▼
今
集
会
の
日
程
。
毎
年
第
一

週
の
日
曜
日
。
来
年
は
4
日
。

執
行
委
員
会
で
議
論
す
る
。

▼
組
織
。
ど
の
地
区
で
も
議
論

さ
れ
て
い
る
。
現
状
を
多
い
少

な
い
の
感
じ
方
は
様
々
。
し
か

し
数
年
後
を
見
れ
ば
ど
う
か
。

組
織
拡
大
に
全
力
を
注
ぐ
。

▼
エ
ル
ダ
ー
先
の
労
働
条
件
改

善
が
14
春
闘
の
第
一
歩
。
本
気

で
取
っ
て
い
く
構
え
と
決
意
を
。
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退
職
の
お
知
ら
せ

12
月
31
日
付

羽
曾
部

茂
さ
ん

会
津
若
松
地
区

（
Ｔ
Ｓ
Ｓ
郡
山
）

安
齋

雅
志
さ
ん

福
島
地
区

（
テ
ク
ノ
郡
山
）

長
い
間
お
疲
れ
様
で
し
た

12
月
27
日
付

◆
一
般
異
動

菅
原

昭
彦
さ
ん

仙
台
・
宮
城
野
運
輸
区

↓

小
牛
田
運
輸
区

●
武
笠
氏
の
講
演
に

対
す
る
質
疑
応
答

Ｑ
：
委
託
先
で
の
労
組
と
36

の
関
係
で
詳
し
い
説
明
を
。

Ａ
：
36
は
事
業
所
毎
締
結
が

基
本
。
多
く
の
関
連
会
社
で

は
労
務
政
策
が
確
立
さ
れ
て

い
な
い
の
が
実
情
。
そ
こ
で

代
表
に
な
り
締
結
を
と
い
う

の
が
趣
旨
。

Ｑ
：
5
千
円
賃
上
げ
要
求
の

根
拠
は
。

Ａ
：
具
体
的
要
求
額
は
未
確

定
。
昨
年
は
世
間
全
体
を
平

準
化
し
、
理
解
を
得
ら
れ
る

額
と
し
た
。
根
拠
の
丁
寧
な

説
明
を
本
部
に
求
め
る
。

Ｑ
：
昨
年
ま
で
の
国
労
要
求
、

ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
と
い
う
言
葉

が
な
い
。
消
費
税
な
ど
様
々

上
が
る
。
ベ
ア
で
要
求
を
。

Ａ
：
賃
上
げ
で
な
く
、
ベ
ー

ス
ア
ッ
プ
で
底
上
げ
を
図
る

よ
う
報
告
す
る
。

Ｑ
：
貨
物
賃
金
抑
制
。
年
間

2
ヶ
月
と
い
う
話
も
。
こ
れ

ま
で
の
闘
い
の
総
括
と
今
後

の
闘
い
の
展
開
は
。

Ａ
：
組
合
員
に
よ
る
全
戸
ビ

ラ
配
布
、
一
方
で
表
面
化
す

る
前
に
本
部
が
会
社
と
折
衝

し
止
め
て
き
た
努
力
も
あ
っ

た
。
会
社
が
手
を
着
け
や
す

い
の
は
期
末
手
当
。
貨
物
政

策
と
構
造
的
矛
盾
を
解
消
し
、

格
差
是
正
が
必
要
。
本
部
担

当
に
求
め
て
い
く
。

Ｑ
：
会
社
が
組
合
を
訪
れ
た

際
、
組
合
の
掲
示
物
を
見
て

い
く
と
話
が
あ
っ
た
が
、
そ

れ
が
創
意
工
夫
し
た
運
動
な

の
か
。
直
接
手
渡
し
は
で
き

な
い
か
。

Ａ
：
フ
ァ
ッ
ク
ス
等
の
掲
示

物
を
見
て
も
ら
う
の
も
状
況

の
一
つ
。
交
渉
の
場
で
渡
す

努
力
は
し
て
い
る
。


